
（１／２）

　部局・課名　　県土整備部  港湾空港課　　

着手
完了
(予定)
事業費
（百万円）

事業量
（単位）

評点 順位

1
港湾改修事業
（青森港改修（防災安全対策）事業
橋梁（改良））

青森港
本港地区
（青森市）

H14 H25 2,650
橋梁（改良）
１（基）

77.4 ％ 196 6.0 84 1 ○

2
港湾地域再生基盤強化事業
（大湊港地域再生基盤強化事業
道路）

大湊港
大湊地区
（むつ市）

H17 H21 370 道路Ｌ＝600ｍ 73.2 ％ 80 － 84 2 ○

3
港湾地域再生基盤強化事業
（大湊港地域再生基盤強化事業
岸壁（-7.5m）（耐震改良））

大湊港
大平地区
（むつ市）

H17 H21 1,130 岸壁Ｌ＝130ｍ 42.6 ％ 300 － 84 3 ○

港湾改修事業 八戸港
道路改良 ( )

番号
事 業 種 別
（事 業 名）

箇所名等
（市町村名）

公共事業継続評価調書（総括表）
（平成１９年度実施）

評価結果

対応
方針

備考

全体計画
当該年度
までの
進捗率

翌年度
事業費
（百万円）

Ｂ／Ｃ

4
港湾改修事業
（八戸港改修（重要）事業　道路改
良）

八戸港
八太郎地区
（八戸市）

H9 H23 2,559
道路改良 2,476(ｍ)
橋梁耐震補強　1（基）

65.1 ％ 98 1.7 80 4 ○

5
港湾地域再生基盤強化事業
（尻屋岬港地域再生基盤強化事業
防波堤（東）、防波堤（西））

尻屋岬港　第二ふ
頭地区（下北郡東
通村）

H4 H33 5,540
防波堤（東）Ｌ＝200ｍ
防波堤（西）Ｌ＝220ｍ

47.6 ％ 98 1.8 79 5 ○

6
港湾改修事業
（青森港改修（統合補助）事業　防
波堤（西船だまり）

青森港
本港地区
（青森市）

H17 H21 430 防波堤Ｌ＝50ｍ 59.4 ％ 141 － 78 6 ○

7
港湾地域再生基盤強化事業
（七里長浜港地域再生基盤強化事
業　防波堤（南））

七里長浜港　鳴沢
地区（西津軽郡鰺ヶ
沢町）

H3 H23 8,466 防波堤Ｌ＝730ｍ 81.4 ％ 360 1.2 77 7 ○

8
港湾改修事業
（仏ヶ浦港改修（地方）事業　防波
堤）

仏ヶ浦港　長後地
区（下北郡佐井村）

H3 H35 2,917
防波堤Ｌ＝100ｍ
物揚場Ｌ＝90ｍ

35.4 ％ 45 1.7 77 8 ○

9
港湾改修事業
（大間港改修（地方）事業　防波堤
（西）（改良）、泊地（-5.5m））

大間港　根田内地
区（下北郡大間町）

H4 H36 1,748
防波堤Ｌ＝406ｍ
泊地Ａ＝30,000ｍ２

32.9 ％ 20 2.7 75 9 ○

10
港湾地域再生基盤強化事業
（大間港地域再生基盤強化事業
船揚場（改良））

大間港　烏の間地
区（下北郡大間町）

H19 H21 450 船揚場Ｌ＝250ｍ 6.2 ％ 120 － 71 10 ○

対応方針欄　○:継続、－:保留

※１　事業箇所及び全体計画（着手、完了予定、事業費、事業量）等は平成20年度当初予算提案時点のものであり、今後の社会情勢や県の財政状況等（補助事業にあっては、国の採択状況）

　　　 により変更になる場合があります。

※２　評点は、事業種別ごとの評価基準に基づき算出した点数であり、異種事業間では比較できません。
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（２／２）

　部局・課名　　県土整備部  港湾空港課　　

着手
完了
(予定)
事業費
（百万円）

事業量
（単位）

評点 順位

11
港湾改修事業
（青森港改修（統合補助）事業　防
波堤）

青森港
野内地区
（青森市）

H19 H23 270 防波堤Ｌ＝70ｍ 6.7 ％ 54 － 70 11 ○

公共事業継続評価調書（総括表）
（平成１９年度実施）

番号
事 業 種 別
（事 業 名）

箇所名等
（市町村名）

全体計画
当該年度
までの
進捗率

翌年度
事業費
（百万円）

Ｂ／Ｃ

評価結果

対応
方針

備考

対応方針欄　○:継続、－:保留

※１　事業箇所及び全体計画（着手、完了予定、事業費、事業量）等は平成20年度当初予算提案時点のものであり、今後の社会情勢や県の財政状況等（補助事業にあっては、国の採択状況）

　　　 により変更になる場合があります。

※２　評点は、事業種別ごとの評価基準に基づき算出した点数であり、異種事業間では比較できません。
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（１／１）

　部局・課名　　県土整備部  港湾空港課　　

着手
完了
(予定)
事業費
（百万円）

事業量
（単位）

評点 順位

1
港湾環境整備事業
（八戸港港湾環境整備事業緑地）

八戸港
八太郎地区
（八戸市）

H16 H23 560 緑地A=32,000m2 44.0 ％ 120 17.0 93 1 ○

2
港湾環境整備事業
（大湊港港湾環境整備事業緑地
（大平））

大湊港
大平地区
（むつ市）

H13 H27 930 緑地A=55,000m2 24.4 ％ 25 5.8 91 2 ○

3
港湾環境整備事業
（青森港港湾環境整備事業緑地
（浜町））

青森港
本港地区
（青森市）

H14 H25 3,000 緑地A=30,000m2 15.5 ％ 185 1.6 86 3 ○

港湾環境整備事業 八戸港

番号
事 業 種 別
（事 業 名）

箇所名等
（市町村名）

公共事業継続評価調書（総括表）
（平成１９年度実施）

評価結果

対応
方針

備考

全体計画
当該年度
までの
進捗率

翌年度
事業費
（百万円）

Ｂ／Ｃ

4
港湾環境整備事業
（八戸港港湾環境整備事業緑地
（第二ふ頭））

八戸港
河原木地区
（八戸市）

H3 H23 3,470 緑地A=41,000m2 80.7 ％ 64 1.8 71 4 ○

5
みなと振興対策事業
（青森港みなと振興対策事業護岸
（改良）、遊歩道）

青森港
本港地区
（青森市）

H19 H21 280
護岸（改良）L=260m
遊歩道L=260m

3.3 ％ 120 － 70 5 ○

6
港湾環境整備事業
（港湾緑地一体整備促進事業、港
湾環境整備事業緑地（新中央））

青森港
本港地区
（青森市）

H4 H27 5,154 緑地A=28,000m2 84.8 ％ 0 7.2 63 6 －

対応方針欄　○:継続、－:保留

※１　事業箇所及び全体計画（着手、完了予定、事業費、事業量）等は平成20年度当初予算提案時点のものであり、今後の社会情勢や県の財政状況等（補助事業にあっては、国の採択状況）

　　　 により変更になる場合があります。

※２　評点は、事業種別ごとの評価基準に基づき算出した点数であり、異種事業間では比較できません。
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（１／１）

　部局・課名　　県土整備部  港湾空港課　　

着手
完了
(予定)
事業費
（百万円）

事業量
（単位）

評点 順位

1
海岸事業
（大湊港海岸（侵食）事業
護岸（改良））

大湊港
大湊地区
（むつ市）

H12 H23 2,100
　護岸（改良）
　900.0m

29.1 ％ 250 5.4 93 1 ○

2
海岸事業
（青森港海岸（高潮）事業
護岸（改良）、胸壁）

青森港
造道地区
（青森市）

H14 H21 1,574
　護岸（改良） 862.6m
　胸壁 251.3m

69.4 200 7.1 91 2 ○

3
海岸事業
（青森港海岸（侵食）事業
護岸（改良））

青森港
原別地区
（青森市）

S61 H22 2,716
　護岸（改良）
　1738.2m

85.3 120 1.6 88 3 ○

公共事業継続評価調書（総括表）
（平成１９年度実施）

番号
事 業 種 別
（事 業 名）

箇所名等
（市町村名）

全体計画
当該年度
までの
進捗率

翌年度
事業費
（百万円）

Ｂ／Ｃ

評価結果

対応
方針

備考

対応方針欄　○:継続、－:保留

※１　事業箇所及び全体計画（着手、完了予定、事業費、事業量）等は平成20年度当初予算提案時点のものであり、今後の社会情勢や県の財政状況等（補助事業にあっては、国の採択状況）

　　　 により変更になる場合があります。

※２　評点は、事業種別ごとの評価基準に基づき算出した点数であり、異種事業間では比較できません。
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（１／１）

　部局・課名　　県土整備部  港湾空港課　　

着手
完了
(予定)
事業費
（百万円）

事業量
（単位）

評点 順位

1
海岸環境事業
【七里長浜港海岸環境整備事業  離岸
堤（潜堤）、突堤、護岸、遊歩道】

七里長浜港
鳴沢地区（西津軽
郡鯵ヶ沢町）

H12 H23 1,763

離岸堤(潜堤) 320m
突堤 １基
護岸 441m
遊歩道 1.0式

51.5 ％ 81 2.2 88 1 ○

番号
事 業 種 別
（事 業 名）

箇所名等
（市町村名）

公共事業継続評価調書（総括表）
（平成１９年度実施）

評価結果

対応
方針

備考

全体計画
当該年度
までの
進捗率

翌年度
事業費
（百万円）

Ｂ／Ｃ

対応方針欄　○:継続、－:保留

※１　事業箇所及び全体計画（着手、完了予定、事業費、事業量）等は平成20年度当初予算提案時点のものであり、今後の社会情勢や県の財政状況等（補助事業にあっては、国の採択状況）

　　　 により変更になる場合があります。

※２　評点は、事業種別ごとの評価基準に基づき算出した点数であり、異種事業間では比較できません。

- 42 -


